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居
合
道
四
段
以
下
講
習
会

（
前
期

）
　
九
月
十
日

　
最
後
に
受
審
者
を
含
め
全
員
に

演
武
を
し
て
も
ら
い
そ
れ
ぞ
れ
課

題
の
確
認
を
行
な
い
ま
し
た

。

　
指
導
す
る
側
の
コ
メ
ン
ト
と
し

て

、
九
月
の
受
審
対
象
で
な
い
人

に
も
講
習
の
受
講
を
指
導
し
て
い

る
支
部
が
増
え
て
来
て
い
る
の
は

喜
ば
し
い
こ
と
と
考
え
ま
す

。

　
十
月
そ
し
て
来
年
二
月
と
二
回

の
居
合
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す

、
負
け
る
の
が
い
や
だ
か
ら
出

な
い
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
が
試
合

は
結
果
で
は
な
く
プ
ロ
セ
ス
が
大

切
で
そ
の
為
の
稽
古
で
一
人
一
人

の
ス
キ
ル
が
ア

ッ
プ
し
ま
す

。
支

部
代
表
の
皆
様
に
は

、
大
会
も

、

四
段
以
下
会
員
の
積
極
的
な
参
加

の
ご
指
導
お
願
い
致
し
ま
す

。

　
令
和
五
年
度
最
初
の
四
段
以
下
講

習
会
は

、
九
月
十
日

、
土
浦
市
霞
ヶ

浦
文
化
体
育
館
に
三
十
四
名
の
申
込

み
が
有
り
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

　
茨
城
県
内
の
感
染
は
一
時
収
ま

っ

た
も
の
の
最
近
拡
大
し
つ
つ
有
り

、

検
温

、
マ
ス
ク

、
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒

は
励
行
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
講

習
に
な
り
ま
し
た

。

　
講
師
は

、
教
士
八
段
平
野
政
弘

、

教
士
八
段
伊
藤
政
敏
が
担
当
し
ま
し

た

。

　
講
習
は
一
級
か
ら
四
段
ま
で
を

、

二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け

、
全
剣
連

居
合
十
二
本
に
つ
い
て
令
和
五
年
度

の
全
剣
連
中
央
・
地
区
講
習
会
の
伝

達
講
習
内
容
も
含
み
午
前
午
後
の
講

習
を
予
定
ど
お
り
無
事
に
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た

。

　
最
初
は

、

『
作
法

』
の
刀
礼
で

、

刀
を
床
に
置
く
左
手
の
鐺

（
こ
じ

り

）
近
く
に
つ
い
て
の
変
更
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た

。

『
術
技

』
で
は

、
昨
年
度
の
変
更
後

今
年
の
新
た
な
変
更
点
と
し
て

、
四

本
目
及
び
十
本
目
の
胸
に
と

っ
た
刀

の
高
さ
に
つ
い
て

。

　
そ
し
て

、
六
本
目
の
抜
き
打
ち
か

ら
諸
手
に
と

っ
た
剣
先
の
高
さ
に
つ

い
て

、
説
明
を
し
ま
し
た

。

　
こ
の
全
剣
連
中
央
・
地
区
講
習
会

の
伝
達
内
容
に
つ
い
て
は

、
先
週
の

九
月
三
日

、
三
段
以
上

、
七
十
八
名

に
実
施
し
た
ば
か
り
で
す

、
間
を
置

か
ず
四
段
以
下
三
十
四
名
に
伝
達

し

、
二
百
名
の
茨
城
県
会
員
の
過
半

数
に
お
伝
え
し
ま
し
た

。
今
後
は
支

部
内
へ
の
指
導
を
お
願
い
し
ま
す

。

居合道部だより
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